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７
月
15
日
（
土
）
に
都
内
に
お

い
て
平
成
29
年
度
関
東
甲
信
越
医

師
会
連
合
会
医
療
保
険
部
会
お
よ

び
地
域
包
括
ケ
ア
部
会
が
開
催
さ

れ
、
各
部
会
と
も
活
発
な
意
見
が

交
わ
さ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
蓮
沼
剛

理
事
、新
井
悟
理
事
が
出
席
し
た
。

主
に
現
行
の
医
療
保
険
制
度
の
問

題
点
な
ら
び
に
平
成
30
年
度
診
療

報
酬
改
定
に
向
け
て
の
要
望
な

ど
に
関
し
て
活
発
な
議
論
が
行

わ
れ
た
。

協
議
テ
ー
マ
と
し
て
、「
初
診

料
の
あ
り
方
を
再
考
す
る
」（
神

奈
川
県
）、「
退
院
支
援
加
算
１
と

地
域
連
携
加
算
算
定
要
件
の
問
題

点
に
つ
い
て
」（
千
葉
県
）、「
厚

生
局
に
よ
る
指
導
に
つ
い
て
」（
栃

木
県
・
長
野
県
）、「
地
域
包
括
診

療
加
算
お
よ
び
地
域
包
括
診
療
料

に
つ
い
て
」（
新
潟
県
・
栃
木
県
・

埼
玉
県
）、「
在
宅
医
療
の
み
を
実

施
す
る
医
療
機
関
に
係
る
保
険

医
療
機
関
の
指
定
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
」（
埼
玉
県
）、「
リ
フ
ィ

ル
処
方
箋
に
つ
い
て
」（
東
京
都
）

が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
と
し
て
は
、
在

宅
医
療
専
門
医
療
機
関
の
指
定
申

請
時
に
必
要
な
「
地
域
医
師
会
か

ら
協
力
の
同
意
が
得
ら
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
も
の
」に
つ
い
て
、

日
本
医
師
会
な
ど
で
統
一
し
た
期

限
付
き
の
同
意
書
の
ひ
な
型
を
作

成
し
て
普
及
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る

と
意
見
を
述
べ
た
。

東
京
都
医
師
会
の
問
題
提
起
で

あ
る
、
今
後
の
診
療
報
酬
改
定
に

お
け
る
〝
リ
フ
ィ
ル
処
方
箋
〞
制

度
の
可
能
性
に
関
し
て
は
、
当
日

臨
席
さ
れ
た
鈴
木
邦
彦
日
医
常
任

理
事
お
よ
び
参
加
し
た
各
県
医
師

会
よ
り
、「
今
後
も
絶
対
反
対
の

立
場
で
あ
る
」
と
の
心
強
い
意
見

が
寄
せ
ら
れ
た
。

協
議
事
項
終
了
後
の
フ
リ
ー

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
、

平
成
29
年
７
月
４
日
に
発
表
さ
れ

た
「
支
払
基
金
業
務
効
率
化
・
高

度
化
計
画
」
に
関
す
る
意
見
が
あ

り
、
こ
の
問
題
に
関
し
て
も
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

東
京
都
医
師
会
か
ら
は
、
平
川

博
之
副
会
長
、
安
藤
高
夫
理
事
、

渡
辺
象
理
事
が
出
席
し
た
。

検
討
テ
ー
マ
は
、「
在
宅
医
療

に
お
け
る
医
師
会
の
関
わ
り
に
つ

い
て
」（
東
京
都
）、「
在
宅
で
の

看
取
り
の
課
題
」（
神
奈
川
県
）、

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
を

活
用
し
た
在
宅
医
療
・
介
護
連
携

推
進
事
業
に
つ
い
て

「
⑴
地
域
医
療
介
護
総

合
確
保
基
金
の
活
用
に

つ
い
て
」（
新
潟
県
）、

「
⑵
在
宅
医
療
・
介
護

連
携
推
進
事
業
へ
の
医

師
会
の
か
か
わ
り
に
つ

い
て
」（
神
奈
川
県
）、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
に
つ
い
て
「
⑴
地
域

包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
関
し
て
、
医
師

（
会
）
に
求
め
ら
れ
る

こ
と
」（
群
馬
県
）、「
⑵

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
推
進
の
た
め
の
医
師

会
と
行
政
の
連
携
に
つ

い
て
」（
群
馬
県
）、「
⑶

地
域
包
括
ケ
ア
に
お
け

る
か
か
り
つ
け
医
の
役

割
」（
栃
木
県
）、「
地

域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
つ

い
て
」（
埼
玉
県
）、「
改
正
道
路

交
通
法
施
行
に
伴
う
高
齢
運
転
者

の
認
知
症
に
係
る
診
断
書
作
成
へ

の
対
応
状
況
お
よ
び
認
知
症
高

齢
者
が
医
療
を
受
け
や
す
く
す

る
た
め
に
、
平
成
30
年
度
診
療
報

酬
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
に
む
け

て
の
要
望
」（
千
葉
県
）で
あ
っ
た
。

渡
辺
理
事
か
ら
は
、
在
宅
医
療

に
お
け
る
医
師
会
の

関
わ
り
に
つ
い
て

「
東
京
都
医
師
会
に

お
け
る
在
宅
医
療
整

備
の
基
本
コ
ン
セ
プ

ト
は
、
か
か
り
つ
け

医
に
よ
る
通
院
困
難

患
者
の
訪
問
診
療
支

援
と
、
か
か
り
つ
け

医
と
在
宅
医
療
専
門

医
の
協
議
の
場
を

提
供
す
る
こ
と
の

２
つ
で
あ
る
。
各
県

医
師
会
で
の
取
り
組

み
状
況
を
伺
い
た
い
」
と
発
議
が

あ
っ
た
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
つ
い
て

は
、
安
藤
理
事
が
「
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
は
病
棟
単
位
と
病
室
単
位

で
の
算
定
が
可
能
だ
が
、
東
京
都

で
は
小
規
模
病
院
が
多
く
、
病
室

単
位
や
病
床
単
位
で
の
転
換
支
援

策
が
望
ま
れ
る
」
と
語
っ
た
。

平
川
副
会
長
は
、
改
正
道
路
交

通
法
に
つ
い
て
「
交
通
手
段
の
乏

し
い
地
域
で
も
有
効
な
移
動
手
段

を
構
築
し
、
免
許
の
返
納
・
取
り

消
し
者
が
引
き
こ
も
り
生
活
に
な

ら
な
い
よ
う
に
留
意
す
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
提
言
し
た
。

当
日
臨
席
さ
れ
た
釜
萢
敏
日
医

常
任
理
事
が
各
討
論
に
お
い
て
コ

メ
ン
ト
を
寄
せ
る
と
と
も
に
、
活

発
な
情
報
交
換
・
意
見
交
換
が
行

わ
れ
、
現
場
の
声
や
地
域
ご
と
の

特
性
を
学
ぶ
有
意
義
な
会
議
と

な
っ
た
。

■ 

医
療
保
険
部
会

医
療
保
険
な
ら
び
に
平
成
30

年
度
診
療
報
酬
改
定
な
ど
に

つ
い
て
意
見
交
換

■ 

地
域
包
括
ケ
ア
部
会

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
討
議
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７
月
20
日
（
木
）、
東
京
都
医

師
会
館
に
お
い
て
定
例
記
者
会
見

が
行
わ
れ
た
。
天
木
聡
理
事
の
司

会
で
始
ま
り
、
尾
㟢
治
夫
会
長
は

二
期
目
の
抱
負
に
つ
い
て
「
来
年

の
保
健
医
療
計
画
に
始
ま
り
３
年

後
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
、
そ
の
後
の
２
０
２

５
年
問
題
へ
と
続
く
流
れ
を
見
据

え
な
が
ら
、
こ
の
２
年
間
の
課
題

に
役
員
一
同
で
取
り
組
ん
で
い

く
」
と
語
っ
た
。

１ 

所
信
表
明
に
つ
い
て
―
東
京

都
医
師
会
長
就
任
に
あ
た
り
―

�

（
尾
㟢
治
夫
会
長
）

７
つ
の
重
点
医
療
政
策
に
つ
い

て
解
説
し
た
。
①
疾
病
予
防
と
し

て
の
タ
バ
コ
対
策
と
介
護
予
防
と

し
て
の
フ
レ
イ
ル
対
策
を
徹
底

し
、
真
の
健
康
寿
命
延
伸
を
目
指

す 

②
構
想
区
域
（
従
来
の
二
次

保
健
医
療
圏
）
の
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
地
域
ご
と
に
差
が
あ
る
こ
と

を
考
慮
し
た
医
療
提
供
体
制
の
構

築 

③
消
防
庁
の
救
急
搬
送
シ
ス

テ
ム
が
限
界
に
き
て
い
る
こ
と
に

よ
り
、
高
齢
者
の
搬
送
に
病
院
救

急
車
を
活
用
す
る
こ
と 

④
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
に
向
け
た
医
療
提
供
体
制
の
確

立
（
熱
中
症
、
感
染
症
、
訪
日
外

国
人
医
療
な
ど
） 

⑤
母
子
保
健
か

ら
介
護
保
険
ま
で
を
つ
な
げ
、
生

涯
に
わ
た
っ
て
健

康
・
疾
病
予
防
に

関
す
る
知
識
を
得

る
こ
と
が
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
構
築 

⑥
会
員
が
安
心
し

て
医
療
に
集
中
で

き
る
環
境
の
整
備

（
新
規
開
業
・
医

業
継
承
の
サ
ポ
ー
ト
、
モ
ン
ス

タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
対
策
な
ど
） 

⑦
次
世
代
の
医
療
を
担
う
医
学
生

や
研
修
医
、
若
手
医
師
に
対
す

る
サ
ポ
ー
ト
な
ど
に
つ
い
て
話

し
た
。

受
動
喫
煙
防
止
法
案
に
関
し
て

は
、
原
則
例
外
な
く
飲
食
店
は
規

模
の
大
小
に
か
か
わ
ら
ず
禁
煙
に

す
る
こ
と
が
東
京
都
医
師
会
の
ス

タ
ン
ス
で
あ
る
と
説
明
。
そ
の
上

で
、
今
回
の
東
京
都
議
会
議
員
選

挙
で
は
罰
則
付
き
の
禁
煙
措
置
を

公
約
に
掲
げ
て
い
る
政
党
が
多

く
、
条
例
が
成
立
す
る
こ
と
は
ほ

ぼ
確
実
と
考
え
て
い
る
と
述
べ
、

ま
た
子
供
を
受
動
喫
煙
か
ら
守
る

条
例
も
小
池
百
合
子
都
知
事
に
要

望
し
て
い
る
と
報
告
し
た
。

２ 

平
成
29
年
度
「
東
京
在
宅
医

療
塾
」
に
つ
い
て

�

（
平
川
博
之
副
会
長
）

在
宅
医
療
の
現
状
と
将
来
へ
の

展
望
、
今
後
訪
問
診
療
を
始
め
る

場
合
の
問
題
点
、
必
要
な
シ
ス
テ

ム
な
ど
に
関
し
、
東
京
都
医
師
会

の
答
え
の
１
つ
と
し
て
こ
の「
塾
」

を
立
ち
上
げ
た
と
説
明
し
た
。
ま

た
、
今
回
の
参
加
に
関
し
て
は
人

数
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
こ
こ
で

学
ん
だ
も
の
を
地
区
医
師
会
に
持

ち
帰
り
、
さ
ら
に
同
様
の
研
修
が

地
区
医
師
会
単
位
で
継
承
さ
れ

る
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
と

話
し
た
。

引
き
続
き
渡
辺
象
理
事
よ
り
、

こ
の
「
塾
」
に
関
わ
る
講
師
の
こ

と
や
、
在
宅
医
療
を
実
施
し
た
場

合
の
診
療
報
酬
の
請
求
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
く
こ
と
も
付
け
加
え

ら
れ
た
。

３ 

フ
レ
イ
ル
予
防
に
つ
い
て 

―
住
み
慣
れ
た
街
で
い
つ
ま
で
も
―

�

（
渡
辺�

象
理
事
）

都
民
向
け
に
、
中
学
生
で
も
読

め
る
表
記
に
気
を
つ
け
な
が
ら

冊
子
を
作
成
し
た
と
の
説
明
が

あ
っ
た
。

記
者
か
ら
の
質
問
の
後
、
渡
辺

理
事
に
よ
り「
東
京
在
宅
医
療
塾
」

を
開
催
す
る
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

ラ
ボ
に
お
い
て
人
体
模
型
を
使
っ

た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
実
演
さ

れ
た
。

尾﨑治夫会長

平川博之副会長

渡辺 象理事

■
参
加
メ
デ
ィ
ア

日
本
医
事
新
報
社
、
社
会
保

険
研
究
所
、
じ
ほ
う
、
エ
ム
ス

リ
ー
、
Ｃ
Ｂ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ
、
朝
日

新
聞
、
日
本
経
済
新
聞
、
東

京
新
聞
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
東
洋
経
済

新
報
社�

（
敬
称
略
）

東
京
都
医
師
会 

定
例
記
者
会
見

■ 

は
じ
め
に

日
本
の
社
会
で
死
を
迎
え
る
準

備
を
考
察
し
て
み
る
。
尊
厳
あ
る

生
き
方
を
締
め
く
く
る
の
が
尊
厳

あ
る
死
（Dying with Dignity

）

で
あ
る
。
２
０
２
５
年
以
降
、
超

高
齢
化
・
多
死
社
会
（
孤
独
死
、

老
々
介
護
、
認
知
症
の
増
加
、
犯

罪
関
連
死
等
）
を
迎
え
る
中
で
、

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
の

報
告
書
（
２
０
１
３
年
８
月
）
に

次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。『
超

高
齢
社
会
に
見
合
っ
た
「
地
域
全

体
で
、
治
し
・
支
え
る
医
療
」
の

射
程
に
は
、
そ
の
と
き
が
来
た
ら

よ
り
納
得
し
満
足
の
で
き
る
最
期

を
迎
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
に

支
援
す
る
こ
と
―
す
な
わ
ち
、
死

す
べ
き
運
命
に
あ
る
人
間
の
尊
厳

あ
る
死
を
視
野
に
入
れ
た
「
Ｑ
Ｏ

Ｄ
（
ク
オ
リ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
デ
ス
）

を
高
め
る
医
療
」
―
も
入
っ
て
こ

よ
う
。「
病
院
完
結
型
」
の
医
療

か
ら
「
地
域
完
結
型
」
の
医
療
へ

と
転
換
す
る
中
で
、
人
生
の
最
終

段
階
に
お
け
る
医
療
の
在
り
方
に

つ
い
て
、
国
民
的
な
合
意
を
形
成

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

そ
の
た
め
に
も
、
高
齢
者
が
病
院

外
で
診
療
や
介
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。』

今
ま
さ
し
く
、
日
本
の
社
会
は

尊
厳
あ
る
生
き
方
と
尊
厳
あ
る
死

を
真
剣
に
考
え
る
時
期
を
迎
え
た

と
い
え
る
。
以
下
に
課
題
を
抽
出

し
て
み
る
。

■ 

課
題

１ 

医
療
受
給
者
側 

―
望
ま
な
い

延
命
の
防
止
や
意
思
決
定
支
援
の

重
要
性
―

患
者
本
人
の
死
生
観
と
家
族
・

介
護
者
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
家
族
や
医
療
職
、
介
護
職
の

間
で
、
本
人
の
意
思
が
十
分
に
共

有
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
。

（
死
を
前
に
し
た
本
人
の
意
思

が
反
映
さ
れ
な
い
、
急
変
時
の
救

急
搬
送
が
あ
る
。
救
急
車
を
呼
ん

で
し
ま
っ
て
救
急
病
院
で
死
を
迎

え
る
と
、
救
急
医
は
か
か
り
つ
け

医
で
は
な
い
た
め
、
死
亡
診
断
書

で
は
な
く
検
案
書
に
な
る
場
合
が

あ
り
、
Ａ
ｉ
や
解
剖
に
至
る
ケ
ー

ス
が
あ
る
。
ま
た
、
退
院
し
て
も

望
ま
な
い
胃
瘻
や
Ｉ
Ｖ
Ｈ
挿
入
と

い
っ
た
こ
と
も
あ
る
。）

２ 

医
療
提
供
者
側 
―
在
宅
で
の

看
取
り
と
施
設
で
の
看
取
り
の
増

加
に
対
応
―

在
宅
医
療
の
充
実
（
か
か
り
つ

け
医
の
在
宅
へ
の
参
加
、
在
宅
専

門
医
と
の
連
携
、多
職
種
と
協
働
）

や
終
末
期
医
療
に
お
け
る
救
急
体

制
の
充
実
と
そ
の
限
界
の
周
知
。

（
在
宅
死
―
自
宅
と
一
部
施
設

を
含
む
―
を
ど
こ
ま
で
増
や
せ
る

か
は
問
題
が
あ
る
が
、
今
後
、
か

か
り
つ
け
医
が
誰
で
も
気
軽
に
負

担
な
く
在
宅
医
療
に
携
わ
れ
る
よ

う
な
仕
組
み
が
必
要
。
不
必
要
な

救
急
要
請
を
減
ら
す
取
り
組
み
も

求
め
ら
れ
る
。）

３ 

社
会
の
流
れ 

―
生
と
死
に
関

す
る
法
的
問
題
と
医
療
関
係
者
の

理
解
―

厚
生
労
働
省
「
人
生
の
最
終
段

階
に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ

ス
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」、

日
本
集
中
治
療
医
学
会
「
Ｄ
Ｎ
Ａ

Ｒ
指
示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
勧

告
」、日
本
臨
床
救
急
医
学
会
「
人

生
の
最
終
段
階
に
あ
る
傷
病
者
の

意
思
に
沿
っ
た
救
急
現
場
で
の
心

肺
蘇
生
等
の
あ
り
方
に
関
す
る
提

言
」
の
普
及
と
成
年
後
見
制
度
や

医
療
代
理
人
の
問
題
提
起
。

（
法
律
的
問
題
が
残
さ
れ
て
お

り
、
終
末
期
を
取
り
巻
く
環
境
整

備
が
必
要
。）

４ 

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

総
合
的
、
全
人
的
対
応
と
考
え
方

の
普
及

End-of-Life Care

の
考
え
方

の
中
でACP

（Advance Care 
Planning

）、POLST

（Physician 
Orders for Life-Sustaining 
Treatm

ent
）
、A

dvance 
Directive

、Living W
ill

（LW

）

等
の
考
え
方
の
理
解
と
ス
ピ
リ

チ
ュ
ア
ル
ケ
ア
の
普
及
。

（
患
者
本
人
と
家
族
の
心
構
え
、

そ
し
て
医
療
従
事
者
の
理
解
と
丁

寧
な
説
明
義
務
の
普
及
が
求
め
ら

れ
る
。）

５ 

終
末
期
の
考
え
方
の
変
化

緩
和
ケ
ア
の
浸
透
と
高
齢
者
の

End-of-Life Care

の
と
ら
え
方

や
自
己
決
定
で
き
な
い
高
齢
者
や

認
知
症
患
者
へ
の
対
応
。

（
が
ん
患
者
の
終
末
期
だ
け
で

は
な
く
超
高
齢
者
や
認
知
症
患
者

の
終
末
期
の
対
応
の
検
討
が
必

要
。）

６ 

尊
厳
あ
る
死
（
的
確
な
死
亡

診
断
書
と
死
体
検
案
書
の
作
成
）

日
本
の
検
案
体
制
は
不
十
分

で
、
監
察
医
制
度
の
全
国
展
開
と

Ａ
ｉ
の
充
実
や
死
因
究
明
等
推
進

基
本
法
案
等
の
根
本
的
死
因
究
明

の
法
整
備
が
必
要
。

（
尊
厳
あ
る
死
の
根
本
は
真
実

の
死
因
を
追
求
す
る
こ
と
で
あ

る
。
死
因
究
明
体
制
の
充
実
は
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
前
に
し
て
、
ま
た
災
害

時
の
必
要
最
低
条
件
で
あ
る
。）

■ 

終
わ
り
に

人
生
１
０
０
年
を
迎
え
る
現

在
、
本
人
が
望
む
死
の
在
り
方
を

考
え
る
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
尊
厳

あ
る
人
生
の
最
終
段
階
を
い
か

に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
に

尽
き
る
。

２
０
１
７
年
８
月
、
厚
生
労
働

省
は
終
末
期
の
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
を
テ
ー
マ
と
す
る
有
識
者
会
議

を
始
動
さ
せ
た
。家
族
や
医
療
職
、

介
護
職
の
間
で
、
本
人
の
意
思
が

十
分
に
共
有
さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
提

示
し
、
国
民
へ
の
情
報
提
供
の
効

果
を
高
め
、
社
会
の
理
解
を
得
る

た
め
で
あ
る
。
ま
た
、
国
民
や
医

療
・
介
護
従
事
者
ら
約
２
万
３
千

人
を
対
象
と
し
た
意
識
調
査
を

10
月
か
ら
実
施
す
る
こ
と
を
決

め
た
。

死
に
ゆ
く
こ
と
は
避
け
ら
れ
な

い
。
せ
め
て
真
の
死
因
を
携
え
て

あ
の
世
へ
行
き
た
い
も
の
で
あ

る
。今
後
東
京
都
医
師
会
と
し
て
、

①
患
者
本
人
・
家
族
へ
の
情
報
提

供
と
啓
発
、
②
孤
独
死
・
認
知
症

等
に
対
応
し
た
医
療
提
供
体
制
の

充
実
、
③
か
か
り
つ
け
医
の
在
宅

へ
の
参
加
促
進
、
④
Ａ
Ｃ
Ｐ
、
Ｌ

Ｗ
等
を
利
用
し
た
患
者
本
人
の
死

生
観
を
反
映
し
た
医
療
提
供
等

に
取
り
組
ん
で
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
。

 

（
森
久
保
雅
道
）

日
本
の
社
会
で
尊
厳
あ
る
人
生
の
最
終
段
階
を
迎
え
る
た
め
に
、真
剣

に
考
え
る
時
が
き
た
。

人
生
の
最
終
段
階
に
お
け
る

尊
厳
の
あ
る
生
き
方
と
尊
厳
あ
る
死
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①
生
年
月
日 

②
最
終
卒
業
校 

③
略
歴 

④
趣
味 

⑤
好
き
な
言
葉

看護師への医師助言 21,518 18,525 2,993 （16.2%） 118.9 

通信員への医師助言 15,767 13,641 2,126 （15.6%） 87.1 

（※1）救急相談件数に占める割合 

累　計 前年件数 前年同時期増減
（増減比）

受付件数に
占める割合 前年同時期

一日
あたりの
件数

総 着 信 件 数 192,305 199,575 -7,270 （-3.6%） 1,062.5 

受 付 件 数 178,974 186,633 -7,659 （-4.1%） ─ ─ 988.8 

医療機関案内 97,965 112,387 -14,422 （-12.8%） 54.7% 60.2% 541.2 

救 急 相 談 80,628 73,919 6,709 （9.1%） 45.1% 39.6% 445.5 

救 急 要 請 14,548 13,662 886 （6.5%）（※1）18.0% （※1）18.5% 80.4 

相談前救急要請 310 212 98 （46.2%） 0.2% 0.1% 1.7 

かけ直し依頼 70 115 -45 （-39.1%） 0.0% 0.1% 0.4 

その他 （苦情） 1 0 1 （0.0%） 0.0% 0.0% 0.0 

［平成29年1月1日から6月30日まで］
■平成29年東京消防庁救急相談センター受付状況 （速報値）

　本年度も＃7119の救急相談件数は689件となり、前年度の数を更新しま
した。
　7月17日の海の日に救急相談件数が最多数となりましたが、7月23日も同
数の689件でした。#7119は都民ファーストで行っている社会事業ですが、皆
様のご尽力により都民からさらなる理解を得ることができ、救急電話相談件
数が年々延びていると思っております。この場を借りて、#7119に出務してい
ただいている医師の方々に感謝いたします。
　平成29年8月現在、救急相談看護師が2名欠員のため、8月に採用面接
を行い、9月に2名を増員できた場合は、9月の1カ月は新人救急相談看護師
の電話救急相談は全件医師助言をいただきます。9月の＃7119に出務してい
ただく先生方は、引き続きご指導ご鞭撻の程どうぞよろしくお願いいたします。

東京消防庁救急相談センターについて

本年7月も#7119の救急電話相談の最多件数（689）を更新しました

下

谷

医
師
会
長

田た

村む
ら 

順じ
ゅ
ん

二じ

  

63 （
外
科
、

 

消
化
器
科
）

①
昭
和
29
年
４
月
27
日

②
順
天
堂
大
学
医
学
部

③
下
谷
医
師
会
理
事
、
同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
ゴ
ル
フ
、
音
楽

⑤
常
に
ベ
ス
ト
を
尽
く
す

稲
城
市

医
師
会
長

谷た
に

平ひ
ら 

茂し
げ
る 

61 

（
整
形
外
科
、
形
成
外
科
、 リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
、
内
科
）

①
昭
和
31
年
７
月
25
日

②
東
京
医
科
大
学
医
学
部

③ 

稲
城
市
医
師
会
理
事
、都
医
代
議
員
、

日
医
予
備
代
議
員
、
稲
城
市
災
害
医

療
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

④
ゴ
ル
フ
、
ラ
グ
ビ
ー
観
戦

⑤
情
け
は
人
の
為
な
ら
ず

小
金
井
市

医
師
会
長

穂ほ

坂さ
か 

英ひ
で

明あ
き 

62 

（
内
科
、
循
環
器

内
科
、
小
児
科
）

①
昭
和
29
年
10
月
15
日

②
獨
協
医
科
大
学

③
小
金
井
市
医
師
会
理
事
、

　

同
副
会
長

④
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

⑤
大
器
は
晩
成
す

女
子
医
大

医
師
会
長

巴と
も
え 

ひ
か
る 

58 

（
泌
尿
器
科
）

①
昭
和
33
年
12
月
27
日

②
東
京
女
子
医
科
大
学

③
女
子
医
大
医
師
会
理
事
、

　

都
医
代
議
員

④
旅
行
、
犬

⑤
目
標
は
高
く
、
プ
ロ
セ
ス
は
大
切
に

都
立
病
院

医
師
会
長

上う
え

田だ 

哲て
つ

郎ろ
う 

62 （
循
環
器
内
科
）

①
昭
和
29
年
12
月
21
日

②
群
馬
大
学

③
日
本
病
院
会
東
京
都
支
部
理
事

④
散
歩
、
サ
ッ
カ
ー
観
戦

⑤
育
て
る

西
東
京
市

医
師
会
長

指さ
し

田だ 

純じ
ゅ
ん 

59 （
脳
神
経
外
科
、

 

内
科
、
外
科
）

①
昭
和
33
年
６
月
11
日

②
帝
京
大
学
医
学
部

③
西
東
京
市
医
師
会
理
事
、同
副
会
長
、

　

都
医
代
議
員

④
サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
観
劇

⑤
継
続
は
力

７
月
８
日
（
土
）、
平
成
29
年

度
関
東
甲
信
越
静
地
区
衛
生
主
管

部
（
局
）
長
・
医
師
会
長
合
同
協

議
会
が
さ
い
た
ま
市
で
開
催
さ
れ

た
。
本
協
議
会
は
一
都
十
県
の
都

道
府
県
医
師
会
と
衛
生
行
政
の
担

当
者
が
医
療
、
福
祉
、
保
健
衛
生

等
の
共
通
の
課
題
を
協
議
す
る
会

で
、
昭
和
43
年
か
ら
年
１
回
開
催

さ
れ
て
い
る
。
今
回
は
埼
玉
県
医

師
会
と
埼
玉
県
が
当
番
で
、
来
賓

に
横
倉
義
武
日
本
医
師
会
長
以
下

日
医
の
役
員
６
名
、
椎
葉
茂
樹
厚

生
労
働
省
大
臣
官
房
審
議
官
、
奥

野
立
埼
玉
県
副
知
事
を
迎
え
、
東

京
都
か
ら
は
福
祉
保
健
局
の
笹
井

敬
子
技
監
、
武
仲
幸
雄
総
務
部
区

市
町
村
連
絡
調
整
担
当
課
長
、
東

京
都
医
師
会
か
ら
は
尾
㟢
治
夫

会
長
以
下
８
名
の
役
員
が
参
加

し
た
。

協
議
会
で
は
以
下
の
３
議
題
に

つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
た
。

１ 

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
の

活
動
状
況
に
つ
い
て

�

（
新
潟
県
医
師
会
）

地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

は
平
成
23
年
よ
り
開
始
さ
れ
た
比

較
的
新
し
い
事
業
で
あ
る
。
同
セ

ン
タ
ー
の
目
的
は
、
①
医
師
の
地

域
偏
在
の
解
消
に
取
り
組
む
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
タ
ワ
ー
の
確
立
、
②
医

師
の
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
、
③
医

師
不
足
病
院
の
医
師
確
保
支
援
、

と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
各
都
県
で

は
、
今
後
地
域
枠
で
入
学
し
た
医

学
生
が
多
数
医
師
と
し
て
輩
出
さ

れ
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
同

セ
ン
タ
ー
の
役
割
の
重
要
性
が
一

層
増
し
て
い
る
。
最
も
重
要
な
医

師
偏
在
対
策
に
は
、
地
元
大
学
、

地
域
医
師
会
、
行
政
と
連
携
し
て

研
修
資
金
の
貸
与
や
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
し
て
も
キ
ャ
リ
ア
形
成
で

き
る
仕
組
み
作
り
、
女
性
医
師
の

復
職
支
援
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
を
行
っ
て
は
い
る
が
、
目
に

見
え
る
成
果
は
ま
だ
出
せ
て
い

な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

石
川
広
己
日
医
常
任
理
事
は
、

全
国
医
学
部
長
病
院
長
会
議
と
協

働
し
て
各
大
学
に
医
師
キ
ャ
リ
ア

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
地
域

枠
を
中
心
と
し
た
医
師
の
地
域
で

の
キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
す
る
こ

と
、
医
学
部
定
員
増
に
対
応
し
た

実
効
性
の
あ
る
医
師
偏
在
対
策
を

国
の
医
師
需
給
分
科
会
で
検
討
中

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
伝
え
た
。

２ 

周
産
期
医
療
（
総
合
周
産
期

セ
ン
タ
ー
）
の
現
状
に
つ
い
て

�

（
群
馬
県
医
師
会
）

産
婦
人
科
医
の
減
少
、
小
児
科

医
（
特
に
新
生
児
科
医
）
の
減
少

が
周
産
期
医
療
に
与
え
る
影
響
は

全
国
的
に
見
て
も
重
要
で
あ
り
、

特
に
地
方
で
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
医
師
の
診
療
科
偏

在
、
地
域
偏
在
と
も
共
通
す

る
難
題
で
、
県
境
を
越
え
た

広
域
連
携
に
よ
る
柔
軟
な
搬

送
体
制
の
構
築
が
不
可
欠
と

な
っ
て
い
る
。
病
院
間
連
携

が
重
要
と
の
認
識
は
各
都
県

共
通
で
あ
っ
た
。
釜
萢
敏
日

医
常
任
理
事
は
、
特
に
産
科

医
は
女
性
が
多
く
、
自
身
の

出
産
・
子
育
て
後
の
早
期
復
職
に

つ
い
て
自
治
体
の
支
援
を
求
め
る

意
向
を
示
し
た
。

３ 

在
宅
医
療
連
携
拠
点
の
設
置

に
つ
い
て�

（
千
葉
県
）

在
宅
医
療
の
推
進
に
あ
た
り
、

関
係
各
機
関
の
連
携
を
担
う
拠
点

（
在
宅
医
療
連
携
拠
点
）
を
設
け

る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

る
。
東
京
都
で
は
平
成
30
年
４
月

か
ら
の
在
宅
医
療
・
介
護
連
携
推

進
事
業
の
全
区
市
町
村
実
施
に
向

け
、「
在
宅
療
養
支
援
相
談
窓
口
」

の
設
置
や
、
24
時
間
の
診
療
体
制

の
確
保
、
後
方
支
援
病
床
の
確
保

等
に
取
り
組
む
区
市
町
村
や
医
師

会
等
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
各

県
で
形
態
は
若
干
異
な
る
も
の

の
、
行
政
と
医
師
会
の
連
携
の
も

と
に
東
京
都
同
様
に
拠
点
整
備

が
進
ん
で
い
る
現
状
が
説
明
さ

れ
た
。

地
区
医
師
会
新
会
長
紹
介

平
成
29
年
度 

関
東
甲
信
越
静
地
区
衛
生
主
管
部（
局
）長
・

医
師
会
長
合
同
協
議
会
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医
療
機
関
で
の
勤
務
環
境
改
善
の
取
り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

～
東
京
都
医
療
勤
務
環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
の
ご
紹
介
～

・
離
職
や
休
職
が
多
く
慢
性
的
に

職
員
が
不
足
し
て
い
る
。
新
し
く

雇
用
し
て
も
長
く
続
か
な
い
。

・
時
間
外
労
働
が
多
く
、
職
員
か

ら
不
満
が
出
て
い
る
。

・
院
内
で
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ

い
て
職
員
か
ら
話
が
出
て
い
る
。

・
医
療
職
の
効
果
的
な
育
成
方
法

が
わ
か
ら
な
い
。
職
員
の
人
事
評

価
制
度
が
う
ま
く
機
能
し
て
い

な
い
。

医
療
機
関
は
多
く
の
職
種
が
勤

務
し
、
勤
務
条
件
や
人
間
関
係
な

ど
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
上
に
、
人

の
生
命
を
預
か
り
迅
速
か
つ
適
切

に
医
療
を
提
供
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
常
に
緊
張
状
態
に
置
か
れ
た

環
境
に
あ
り
ま
す
。
医
療
機
関
の

中
で
生
じ
る
課
題
へ
の
解
決
に
向

け
た
取
り
組
み
は
、
た
と
え
必
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
て
も

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
、
職
員

が
厳
し
い
勤
務
条
件
や
職
場
環
境

で
働
き
続
け
る
と
、
心
身
と
も
に

負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。
医
療

機
関
を
辞
め
る
原
因
と
も
な
り
、

残
さ
れ
た
職
員
の
負
担
は
大
き

く
、
こ
れ
ま
で
対
応
で
き
て
い
た

こ
と
に
も
対
応
が
難
し
く
な
っ
て

い
き
ま
す
。
医
療
の
質
の
低
下
や

医
療
事
故
の
リ
ス
ク
な
ど
医
療
機

関
の
経
営
に
も
大
き
な
影
響
を

及
ぼ
し
、
さ
ら
に
厳
し
い
勤
務
環

境
に
、
と
い
う
よ
う
に
悪
循
環

に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
が
あ
り

ま
す
。

職
員
が
健
康
で
安
心
し
て
働
く

こ
と
が
で
き
る
環
境
を
整
備
す
る

こ
と
は
管
理
者
の
責
務
で
す
。
快

適
な
職
場
環
境
を
作
る
こ
と
は
、

職
員
が
定
着
し
、
医
療
の
質
が
向

上
し
、
経
営
が
安
定
す
る
と
い
う

好
循
環
に
つ
な
が
り
ま
す
。
管
理

者
の
皆
様
に
は
勤
務
環
境
の
改
善

に
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
、

患
者
さ
ん
に
も
医
療
従
事
者
に
も

選
ば
れ
る
医
療
機
関
を
目
指
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

平
成
26
年
の
医
療
法
の
改
正
に

よ
り
、
医
療
機
関
の
管
理
者
は
、

医
療
機
関
に
勤
務
す
る
医
療
従
事

者
の
勤
務
環
境
の
改
善
な
ど
に
取

り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
都
道
府
県
は
こ
の
よ

う
な
医
療
機
関
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
た
め
、
勤
務
環
境
の
改
善

の
た
め
に
必
要
な
支
援
と
そ
の
た

め
の
拠
点
の
確
保
を
行
う
こ
と
と

さ
れ
ま
し
た
。

国
は
、
医
療
機
関
が
勤
務
環
境

改
善
に
取
り
組
む
に
当
た
り
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
取

り
組
み
（
勤
務
環
境
改
善
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
を
導
入
す
る

こ
と
を
提
案
し
て
い
ま
す
（
図

１
）。その

後
、
国
に
お
い
て
、
成
長

戦
略
の
一
つ
と
し
て
「
働
き
方
改

革
」
に
つ
い
て
検
討
が
な
さ
れ
、

今
年
３
月
に
「
働
き
方
改
革
実
行

計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
翌

４
月
に
は
、「
新
た
な
医
療
の
あ

り
方
を
踏
ま
え
た
医
師
・
看
護
師

等
の
働
き
方
ビ
ジ
ョ
ン
検
討
会
報

告
書
」
も
出
さ
れ
る
な
ど
、
医
療

職
に
つ
い
て
も
「
働
き
方
改
革
」

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
８
月

に
は
「
医
師
の
働
き
方
改
革
に
関

す
る
検
討
会
」
も
立
ち
上
が
り
ま

し
た
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で

の
働
き
方
で
は
、
今
後
の
医
療
を

支
え
る
こ
と
が
困
難
と
な
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
ま
す
。
各
医
療
機
関

に
お
け
る
医
療
従
事
者
の
働
き
方

を
見
直
し
、
勤
務
環
境
改
善
の
取

り
組
み
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、

東
京
都
で
は
『
東
京
都
医
療
勤
務

環
境
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー
』（
以

下
「
セ
ン
タ
ー
」）
を
設
置
し
て

い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
で
は
、
社
会
保
険
労

務
士
と
医
業
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
が
、
勤
務
環
境
改
善
に
取
り
組

む
医
療
機
関
の
「
き
っ
か
け
づ
く

り
」
を
支
援
し
ま
す
（
図
２
）。

希
望
す
る
医
療
機
関
は
、
ま
ず

は
随
時
相
談
窓
口
（
電
話
：
０
３

─

６
２
７
２

─

９
３
４
５
）
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ま
で
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
医
療
機
関
か
ら
は
、「
第
三
者

に
よ
る
客
観
的
な
助
言
や
研
修

は
、
管
理
職
層
の
問
題
意
識
の
共

有
に
つ
な
が
り
、
勤
務
環
境
改
善

に
取
り
組
む
良
い
き
っ
か
け
と

な
っ
た
」
と
い
う
声
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
東
京
都
で
は
、「
医

師
勤
務
環
境
改
善
事
業
」と
し
て
、

病
院
の
自
主
的
な
取
り
組
み
を
支

援
す
る
補
助
事
業
も
実
施
し
て
い

ま
す
。

医
療
従
事
者
の
確
保
・
定
着
に

つ
な
が
る
よ
う
積
極
的
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。

詳
細
は
東
京
都
福
祉
保
健
局 

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.fukushihoken.metro. 

tokyo.jp/iryo/sonota/
kinmukankyoukaizen/index.
html

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪
東
京
都
医
療
勤
務
環
境
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー

電
話
：
０
３

─

６
２
７
２

─

９
３

４
５
（
平
日
９
時
30
分
か
ら
17
時

30
分
ま
で
）

※
労
務
管
理
や
経
営
の
ト
ピ
ッ
ク

に
関
す
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
、
講

座
も
今
年
度
か
ら
開
始
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
皆
様
へ
の
情
報
発

信
に
も
さ
ら
に
努
め
て
ま
い
り

ま
す
。

東
京
都
で
は
、「
看
護
師
等
の

人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
看
護
師
等
確
保

対
策
の
効
果
的
な
推
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
東
京
都
ナ
ー

ス
プ
ラ
ザ
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
で
は
、

①
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
、
②
研
修

事
業
、
③
普
及
啓
発
事
業
、
④
地

域
確
保
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

①
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
事
業
で
は
、

無
料
職
業
紹
介
事
業
所
と
し
て
、

看
護
職
の
求
人
を
希
望
す
る
施
設

に
対
し
て
看
護
人
材
の
紹
介
を

行
っ
て
い
ま
す
。
看
護
職
員
募
集

の
際
に
は
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

④
地
域
確
保
対
策
事
業
で
は
、

東
京
都
が
委
嘱
す
る
就
業
協
力
員

が
、
例
え
ば
「
教
育
・
研
修
体
制

の
整
備
」
や
「
業
務
改
善
、
委
員

会
活
動
の
活
性
化
」
な
ど
、
各
施

設
が
実
施
す
る
看
護
職
員
確
保
に

向
け
た
取
り
組
み
を
支
援
し
て
い

ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
看
護
職
員
の

確
保
や
資
質
向
上
の
た
め
に
さ
ま

ざ
ま
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
左
記
連
絡
先
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://

www.np-tokyo.jp/

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▪
東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ

電
話
：
０
３

─

３
３
５
９

─

３
３

５
５

●
勤
務
環
境
改
善
の
必
要
性
　

～
こ
ん
な
お
悩
み
は

�

あ
り
ま
せ
ん
か
？

●
勤
務
環
境
改
善
に
向
け
た

　
近
年
の
動
向

●
東
京
都
医
療
勤
務
環
境
改
善

　
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

●
看
護
職
員
確
保
支
援

～
東
京
都
ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
の

�

ご
紹
介
～

導入準備
【方針表明・体制整備】

医療スタッフの勤務環境
に関する現状の分析

課題の抽出

▼

▼

計画策定

取り組みの
実施

さらなる
改善

定期的な
評価

D

A

P C

支援メニュー 概要 支援期間

導
入
支
援

現状分析・
課題抽出支援

職員へのアンケートや
ヒアリングから課題を抽出し
改善計画を策定

おおむね
１年間

課
題
選
択
型
支
援

労務
管理相談

特定の課題に対し助言や改善の
方向性を提示
◆「労働時間等設定改善」「雇用契約・
人事制度」「両立支援制度」「ハラス
メント対策・メンタルヘルス対策」

３カ月～
半年

医業
経営相談

特定の課題に対し助言や改善の
方向性を提示
◆「離職率の改善」「院内コミュニケ
ーションの改善」「業務効率化」「人
材基礎力育成」

組織力向上支援 医療機関や医療関係団体において
実施する研修会等に講師を派遣 —

随時相談
勤務環境改善に関する
電話相談又は来所相談に対応
☎０３－６２７２－９３４５

—

図2　支援センターの支援内容

図1　勤務環境改善マネジメントシステムのイメージ図
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小
金
井
市
は
東
京
都
の
ほ
ぼ

中
央
に
位
置
し
、
新
宿
か
ら
は

中
央
線
で
25
分
ほ
ど
で
す
。
地

名
の
由
来
は
「
黄
金
に
値
す
る

豊
富
な
水
が
出
る
」こ
と
か
ら
、

“
黄
金
井
”が
転
じ
て“
小
金
井
”

に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
、
市
の

南
側
に
は
野
川
と
そ
れ
に
沿
っ

た
武
蔵
野
公
園
・
野
川
公
園
、

北
側
に
は
玉
川
上
水
と
そ
の
そ

ば
に
小
金
井
公
園
が
あ
り
、
水

と
緑
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

桜
の
花
び
ら
が
モ
チ
ー
フ
に

な
っ
た
市
章
で
あ
っ
た
り
、
Ｊ

Ｒ
武
蔵
小
金
井
駅
の
発
車
メ
ロ

デ
ィ
ー
が
「
さ
く
ら
さ
く
ら
」

で
あ
っ
た
り
、
桜
の
名
所
と
し

て
も
名
高
い
小
金
井
市
の
代
表

的
な
花
見
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
は

小
金
井
公
園
が
有
名
で
す
が
、

そ
の
南
側
を
流
れ
る

玉
川
上
水
沿
い
の
ヤ

マ
ザ
ク
ラ
並
木
も
、
江

戸
幕
府
８
代
将
軍
・
徳

川
吉
宗
の
時
代
に
奈

良
の
吉
野
山
な
ど
か

ら
植
樹
し
て
以
来
の

歴
史
あ
る
桜
の
名
所

で
、
国
の
名
勝
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
武
蔵
小

金
井
駅
は
、
花
見
客

の
乗
降
の
た
め
に
作

ら
れ
た
駅
で
あ
り
、
今
で
も
毎

年
の
花
見
シ
ー
ズ
ン
は
、
花
見

客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か

し
玉
川
上
水
沿
い
の
桜
は
近

年
、
近
隣
の
交
通
量
の
増
加
な

ど
で
木
が
傷
む
な
ど
劣
化
が
進

ん
で
お
り
、小
金
井
市
で
は『
名

勝
小
金
井
（
サ
ク
ラ
）
復
活
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
と
題
し
て
、
危

機
的
な
状
況
に
あ
る
こ
の
桜
並

木
を
保
全
・
復
活
さ
せ
る
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

い
つ
か
、
小
金
井
公
園
の
満

開
の
桜
に
負
け
な
い
よ
う
な
桜

並
木
が
復
活
す
る
こ
と
を
祈
る

ば
か
り
で
す
が
、
小
金
井
公
園

に
花
見
に
来
ら
れ
る
際
は
、
玉

川
上
水
に
も
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
小
金
井
市
医
師
会
・
安
田
佳
守
臣
）

115大
学
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、
平

成
26
年
９
月
か
ら
平
成
28
年
３
月

ま
で
関
東
信
越
厚
生
局
に
勤
務
し

た
。
そ
れ
ま
で
も
大
学
や
市
中
病

院
で
保
険
医
と
し
て
日
常
診
療
に

あ
た
っ
て
い
た
が
、
厚
生
局
で
の

経
験
は
医
療
を
臨
床
医
と
は
異
な

る
視
点
か
ら
観
察
で
き
た
点
で
意

義
が
あ
っ
た
。

特
筆
し
た
い
の
は
、
診
療
報
酬

に
関
す
る
患
者
か
ら
の
問
い
合
わ

せ
が
多
い
こ
と
。
保
険
診
療
で
は

診
療
報
酬
明
細
書
の
発
行
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
が
、「
特
定
疾

患
療
養
管
理
料
っ
て
何
で
す

か
？
」
と
い
っ
た
質
問
だ
。
担
当

事
務
官
が
生
真
面
目
に
「
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
た
疾
患
を
主
病
と

す
る
者
に
対
し
て
、
治
療
計
画
に

基
づ
い
て
服
薬
、
運
動
、
栄
養
等

の
管
理
を
行
っ
た
場
合
に
月
２
回

に
限
り
算
定
さ
れ
ま
す
」「
大
臣

が
別
に
定
め
た
疾
患
と
は
、結
核
、

悪
性
新
生
物
、
高
血
圧
性
疾
患
、

虚
血
性
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
、

肺
気
腫
等
で
す
」「
管
理
内
容
の

要
点
を
診
療
録
に
記
載
す
る
こ

と
が
算
定
要
件
に
な
っ
て
い
ま

す
」
な
ど
と
答
え
る
。
そ
の
後
、

患
者
は
次
の
受
診
で
「
先
生
、
私

の
主
病
は
な
ん
で
す
か
？
」「
先

日
、
何
か
管
理
を
し
て
く
れ
ま
し

た
か
？
」
と
質
問
す
る
か
も
し
れ

な
い
。

特
定
疾
患
療
養
管
理
料
は
、
処

置
や
投
薬
と
い
っ
た
技
術
料
と
は

異
な
り
、
医
師
で
あ
る
か
ら
こ
そ

の
患
者
管
理
に
つ
い
て
、
診
療
所

で
あ
れ
ば
２
２
５
点
、
許
可
病
床

数
１
０
０
床
未
満
の
病
院
で
１
４

７
点
、
１
０
０
床
以
上
２
０
０
床

未
満
で
87
点
が
評
価
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
レ
セ
プ
ト
の
記
載

内
容
を
主
に
診
療
報
酬
請
求
が
適

切
か
を
判
断
す
る
毎
月
の
審
査
で

は
い
ざ
知
ら
ず
、
レ
セ
プ
ト
の
み

な
ら
ず
診
療
録
を
突
合
し
て
診
療

内
容
が
適
切
か
否
か
を
確
認
し
あ

う
厚
生
局
に
よ
る
指
導
で
は
、
請

求
の
根
拠
と
し
て
の
診
療
録
の
記

載
内
容
に
つ
い
て
か
な
り
厳
し
い

や
り
取
り
が
交
わ
さ
れ
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ

（Objective Structured Clinical 
Examinations

）
は
ご
存
じ
だ
ろ

う
か
。
客
観
的
臨
床
能
力
試
験
を

指
し
、
英
国
で
１
９
７
５
年
に
提

唱
さ
れ
て
以
来
、
日
本
で
は
２
０

０
１
年
か
ら
各
医
学
部
、
歯
学
部

で
Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
ト
ラ
イ
ア
ル
が
開
始

さ
れ
、
２
０
０
５
年
よ
り
正
式
導

入
さ
れ
て
い
る
。
医
療
面
接
や
診

察
、
救
急
処
置
等
の
課
題
に
合
格

し
な
い
と
進
級
で
き
な
い
。
こ
の

Ｏ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
世
代
の
若
い
医
師
は
、

実
に
明
快
な
診
療
録
を
書
く
。
患

者
が
何
を
訴
え
て
い
る
の
か
、
診

察
所
見
、
鑑
別
疾
患
、
治
療
計
画

等
、
実
に
明
快
、
自
然
と
保
険
医

療
の
算
定
要
件
も
満
た
し
た
診
療

録
の
記
載
内
容
に
な
る
の
で
、
一

般
の
個
別
指
導
よ
り
も
新
規
に
開

設
し
た
医
療
施
設
の
個
別
指
導
の

善
き
臨
床
医
、
善
き
保
険
医

杏
林
大
学
保
健
学
部
臨
床
検
査
技
術
学
科 

教
授

杏
林
大
学
医
学
部
付
属
病
院
病
院
管
理
部 

副
部
長

 

小
林 

治

方
が
指
摘
事
項
が
少
な
い
こ
と
も

多
い
。

Blendon

ら
の
調
査
に
よ
る
と
、

先
進
29
カ
国
中
で
日
本
の
医
師
の

信
頼
度
は
23
位
、
医
療
へ
の
満
足

度
は
20
位
で
あ
っ
た
＊
。
こ
れ
だ

け
経
済
性
と
平
等
性
が
高
い
国
民

健
康
保
険
制
度
を
持
ち
な
が
ら
、

残
念
な
調
査
結
果
で
あ
る
が
、
今

こ
の
報
告
を
真
摯
に
受
け
止
め
る

時
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

趣 味 の 散 歩

小金井公園に並ぶ
桜の名所

玉川上水の桜並木

　

医
療
の
安
全
性
や
診
療
の
質
が
問
わ
れ
て
い
る
現
在
、
診
療

情
報
の
適
正
な
管
理
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
改
め
て
診
療
情
報
管
理
に
つ
い
て
系
統
的
に
学
ぶ
こ
と
は

少
な
い
だ
ろ
う
。
本
書
は
診
療
情
報
管
理
士
の
資
格
取
得
を
目

指
す
学
生
や
、
初
め
て
診
療
情
報
管
理
に
係
わ
る
医
療
関
係
者

向
け
に
執
筆
さ
れ
た
が
、
医
師
に
と
っ
て
必
要
な
知
識
を
効
率

よ
く
学
べ
る
構
成
に
な
っ
て
い
る
。

　

診
療
情
報
管
理
と
は
何
か
か
ら
始
ま
り
、
関
連
法
規
、
管
理

体
制
、
診
療
報
酬
、
さ
ら
に
電
子
カ
ル
テ
、
Ｉ
Ｃ
Ｄ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
、
が
ん
登
録
、
Ｄ
Ｐ
Ｃ
、
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
パ
ス
と
す
べ
て

を
網
羅
し
て
い
る
。
著
者
は
現
在
も
第
一
線
で
診
療
情
報
管
理

に
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
最
新
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ

て
い
る
。
ま
た
、
保
険
の
監
査
、
医
師
の
監
査
の
参
考
資
料
が

巻
末
に
あ
り
、
通
読
し
た
あ
と
も
手
元
に
置
い
て
お
き
た
い
一

冊
で
あ
る
。

発
行
▼
医
学
通
信
社　

価
格
▼
２
６
０
０
円（
税
別
）

診療情報管理
パーフェクトガイド
資格取得から
ＩＣＤコーディング、統計、
ＤＰＣデータ活用まで
須貝和則 著

名勝小金井桜の石碑

＊：Blendon R.J. 
Sc D., Benson 
M .A . ,  e t  a l . 
Public Trust in 
Physic ians - 
U.S. Medicine 
in International 
Perspect ive . 
NEJM 2014, 
371, 1570-2 

知ってますか？

医師が期限を定め、薬剤師のモニ
タリングの下に、反復使用できる処
方箋。欧米では20年以上の使用実
績がある。再診なしでも同じ処方
箋を複数回用い、薬剤師はモニタリ
ング結果を薬歴や調剤録に記録。
薬剤師が再受診必要と判断した場
合、調剤を行わず主治医に受診勧
奨を行う。医療費や時間の削減に
つながるなど利点もあるが、現症
把握の困難さや転売などの危惧も
ある。わが国では認められていない。

リフィル処方箋
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相手の言葉で

東
京
都
医
師
会

感
染
症
予
防
検
討
委
員
会

（

）

　

私
事
な
が
ら
今
期
で
広
報
委
員
を
辞
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
最
後
の
無
声
拝
聴

で
す
。
お
よ
そ
20
年
間
の
広
報
委
員
と
し
て
の

活
動
で
忘
れ
ら
れ
な
い
の
が
都
民
の
た
め
の
対

外
広
報
誌
﹃
元
気
が
い
い
ね
﹄
の
創
刊
で
す
。

　

今
ま
で
な
か
っ
た
も
の
を
こ
れ
か
ら
私
達
が

創
っ
て
い
く
。
ど
の
よ
う
な
も
の
に
し
て
い
く

か
皆
で
話
し
合
っ
て
創
り
上
げ
ま
し
た
。
私
達

は
文
章
が
ど
う
し
て
も
固
く
な
っ
て
し
ま
う
。

医
学
用
語
が
多
く
な
る
。
こ
れ
で
は
一
般
の

方
々
は
解
り
難
い
。
患
者
さ
ん
に
病
気
の
説
明

を
す
る
に
も
、
理
解
し
難
い
医
学
用
語
を
多
用

し
た
の
で
は
解
ら
な
い
患
者
さ
ん
が
ほ
と
ん
ど

で
す
。
難
し
い
言
葉
を
使
わ
ず
に
、
患
者
さ
ん

の
言
葉
で
対
応
す
る
の
が
普
通
で
す
よ
ね
。

　
﹃
元
気
が
い
い
ね
﹄
も
中
学
３
年
生
が
理
解

で
き
る
言
葉
で
、
医
療
機
関
を
訪
れ
る
高
齢
者

に
読
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
な
内
容
に
す
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。
30
年
前
か
ら
﹃
軟
式
テ
ニ

ス
﹄（
今
は
﹃
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
﹄）
に
中
学
生
読

者
を
対
象
と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
障
害
の
連
載
を
書

い
て
い
ま
し
た
か
ら
、
そ
ん
な
に
困
難
な
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

連
載
を
開
始
し
た
頃
は
指
導
者
を
対
象
と
し

て
書
こ
う
と
思
っ
た
の
で
す
が
、
当
時
の
ベ
ー

ス
ボ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
社
の
編
集
長
か
ら
﹁
中
学

生
も
読
む
か
ら
﹂
と
書
き
直
さ
れ
た
経
験
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

　

話
し
か
け
る
相
手
の
言
葉
で
話
す
の
が
ど
れ

だ
け
大
事
な
こ
と
か
。
国
会
答
弁
を
聞
い
て
い

て
も
国
民
に
向
け
て
の
答
弁
で
は
な
く
、
あ
く

ま
で
も
質
問
者
に
対
す
る
答
弁
で
し
か
な
い
。

そ
れ
も
官
僚
の
作
成
し
た
メ
モ
で
い
か
に
国
民

を
騙
す
か
と
い
う
答
弁
で
す
。
今
の
彼
ら
は
そ

れ
だ
け
の
存
在
な
の
で
し
ょ
う
ね
。

 

（
永
井
博
典
）

感
染
症
豆
知
識

　院内感染対策サーベイランス（JANIS）は、参加医療機関におけ

る院内感染の発生状況や、薬剤耐性菌の分離状況および薬剤耐性

菌による感染症の発生状況を調査し、院内感染対策に有用な情報

提供を目的として平成12年7月に事業化された。平成19年4月に

改正医療法が施行され、全医療機関は院内感染対策のための体制

確保が義務付けられ、同年7月にJANISは新システムに移行して

いる。

　情報はJANISのホームページ（https://janis.mhlw.go.jp/）で公開さ

れている。参加医療機関それぞれのデータを集計・解析した情報は、

参加医療機関専用サイトから還元されており、部外者は閲覧でき

ない。しかし、全参加医療機関のデータをまとめた集計・解析情

報は、検査部門、全入院患者部門、手術部位感染（SSI）部門、集中

治療室（ICU）部門、新生児集中治療室（NICU）部門の5部門別に、

年報および四半期報または半期報（NICUは年報のみ）が全国（全体

と病床数別）および都道府県別（2015年）に一般公開されている。

　検査部門の2015年年報をみると、全国では1,435医療機関（全医

療機関の17％）、東京では120医療機関（同19％）が集計対象となっ

ている。薬剤耐性菌のうち、分離患者数が最も多かったのはMRSA

で、集計対象の全医療機関でMRSAが分離されているがVRSAは分

離されていない。

　各医療機関でJANISのデータを有効活用するには、JANISのデー

タ提出・活用のための説明会に出席し、各自治体の衛生主管担当

へ参加申し込み手続きを行う必要がある。平成29年9月現在（締切

日は自治体により異なる）、平成30年1月から参加する医療機関を

追加募集中である。 （文責：山下和予）

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
都医からのお知らせ

無 声 拝 聴 厚生労働省院内感染対策
サーベイランス事業の有効活用

問
合
先

慶應義塾大学信濃町キャンパス総務課内 
生涯教育研修セミナー事務局
TEL：03-5363-3611　E-mail：med-somu-3@adst.keio.ac.jp 

日時▶10月14日（土） 15時～18時20分
会場▶ハイアットリージェンシー東京　地下1階「桃山」
開会の辞▶村田 満（生涯教育研修セミナー委員会 委員長）

挨拶▶岡野栄之（医学部長・慶應医学会長）／小川 郁（慶應医師会長）
（役職は7月1日現在の情報に基づきます）

講演▶「健康寿命の延伸に向けて」
モデレーター▶中村雅也（慶應義塾大学医学部整形外科学 教授）

1「脊髄損傷に対する再生医療の現状と未来」名越慈人（慶應義塾大学医学部整形外科
学 助教）、2「椎間板再生医療の現状と課題 ―慢性腰痛の克服に向けて―」酒井大
輔（東海大学医学部外科学系整形外科学 准教授）、3「iPS細胞・幹細胞技術と革新的脳
科学を用いた認知症の克服への挑戦」岡野栄之（慶應義塾大学医学部生理学 教授）

参加費▶無料
取得単位▶日医生涯教育制度参加証交付 3単位（カリキュラムコード：62、60、29）

次回セミナー開催予定▶平成30年2月10日

第113回慶應義塾大学医学部
生涯教育研修セミナー

○ 新たに東京都医師会に入会した方
○ 現在区市町村国保の被保険者証をお持ちの方
○ 退職等により共済・組合健保等の資格を喪失した方…　は、

ぜひご家族や常勤の従業員の方と一緒に加入してください。

各種届出に必要な書類は、所属地区医師会・大学医師会にございます

東京都医師国民健康保険組合 ☎03-3270-6433 （業務課）

医師国保からのお知らせ

医師国保に加入しましょう！
～医師国保は都医会員の相互扶助を行う国民健康保険です～
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お茶の水

御茶ノ水駅前 聖橋

順天堂前 外堀通り
丸ノ内線 御茶ノ水駅

千代田線
新御茶ノ水駅

お茶の水橋 聖橋

交番

三楽病院

浜田病院

スターバックス

明治大学
グローバル
フロント

杏雲堂病院

ニコライ堂

丸善

明治
大学
アカデミー
コモン

←至新宿・飯田橋 至秋葉原→
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高
齢
者
の
一
般
診
療
に
お
け
る
注
意
点

�

～
腎
機
能
へ
の
配
慮
～

安
田
　
隆 
先
生

慢
性
疾
患
で
通
院
し
て
い
る
症
例
に

お
け
る
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
割
合

は
、
お
よ
そ
７
割
で
あ
る
。
そ
し
て
、

そ
の
約
半
数
は
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
あ
る
と
報
告

さ
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
お
け
る
さ
ま

ざ
ま
な
管
理
方
法
は
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な

ど
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
多
く
は

非
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
末
期
腎
不
全

へ
の
進
行
や
心
血
管
疾
患
の
発
症
抑
制

を
検
討
し
た
研
究
を
根
拠
と
し
て
い

る
。
一
方
、
高
齢
者
で
は
フ
レ
イ
ル
を

は
じ
め
と
し
た
身
体
機
能
の
低
下
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
を
有
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
目
標
の
み
で
は
個
々
の
症
例

が
快
適
と
感
じ
る
生
活
を
維
持
す
る
に

は
不
十
分
と
考
え
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
に

お
い
て
も
個
人
個
人
の
状
況
や
嗜
好
を

加
味
し
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
症
例
に
適
し

た
目
標
を
持
つ
管
理
が
必
要
と
な
る
。

こ
れ
ら
の
点
を
考
慮
し
て
、血
圧
管
理
、

食
事
療
法
、
飲
水
、
そ
し
て
運
動
指
導

を
中
心
に
、
高
齢
者
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
管
理
と

そ
の
注
意
点
に
つ
い
て
説
明
す
る
。

高
齢
者
へ
の
薬
物
投
与
時
の
注
意
点

�

～
腎
機
能
へ
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慮
～

鶴
岡
秀
一 

先
生

　

か
か
り
つ
け
医
に
と
っ
て
、
高
齢
者

に
薬
物
を
投
与
す
る
機
会
は
非
常
に
多

い
。
一
方
、
生
体
に
投
与
さ
れ
た
薬
物

は
、
①
吸
収
、
②
分
布
、
③
代
謝
、
④

排
泄
の
４
相
を
経
て
体
外
へ
除
去
さ
れ

る
。
加
齢
は
こ
れ
ら
を
変
化
さ
せ
る
た

め
、
高
齢
者
で
は
特
有
の
薬
物
動
態
学

的
変
化
が
生
じ
る
。

　

腎
機
能
は
40
歳
を
超
え
る
と
、
健
常

者
で
も
糸
球
体
濾
過
慮
量
（
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）

換
算
で
毎
年
約
１
ml
／
min
ず
つ
低
下

す
る
。
そ
の
た
め
、
高
齢
者
に
腎
排
泄

型
薬
物
を
投
与
す
る
際
に
は
特
別
な
配

慮
が
必
要
で
あ
る
。
本
講
演
で
は
、
①

高
齢
者
に
お
け
る
薬
物
動
態
４
相
（
特

に
腎
排
泄
）
の
変
化
、
②
腎
排
泄
型
薬

物
の
特
徴
、
③
腎
排
泄
能
の
評
価
時
の

注
意
点
、
④
高
齢
者
を
念
頭
に
置
い
た

腎
排
泄
型
薬
剤
の
投
与
設
計
法
の
４
点

を
中
心
に
、
か
か
り
つ
け
医
の
先
生
方

に
も
わ
か
り
や
す
く
、
実
例
を
交
え
な

が
ら
概
説
す
る
。

・JR中央・総武線 御茶ノ水駅（御茶ノ水橋出口） 下車徒歩約2分
・東京メトロ丸ノ内線 御茶ノ水駅（2番出口） 下車徒歩約4分
・東京メトロ千代田線 新御茶ノ水駅（B1出口） 下車徒歩約5分

場 所　東京都医師会館　２階講堂
千代田区神田駿河台 2-5
TEL:03-3294-8821（代表）（ ）
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　平成29年4月より第8代女子医大医師会長に就任いたしました。
　東京女子医科大学は、大学病院（新宿区）、東医療センター（荒
川区）、附属八千代医療センター（千葉県八千代市）、附属成人医
学センター（渋谷区）などの医療施設からなり、女子医大医師会は
この各施設の勤務医および関連ある医師により構成されています。
平成5年12月1日に東京都医師会の承認を得て発足し、平成29
年3月末現在、会員数約470名です。
　簡単に自己紹介をさせていただきます。私は泌尿器科医で、女
性の頻尿・尿失禁や骨盤臓器脱を中心に排尿機能を専門とし、平
成11年より東医療センターに勤務しています。東医療センターは
大学病院として教育・研究を行うとともに、総合的な医療を行っ
て地域医療に貢献しています。そのためこれまでは在宅療養担当
理事を担当させていただき、現在は地域医療担当理事を併任させ
ていただいております。
　以下、女子医大医師会の主な活動を紹介いたします。

1. 女性医師の離職防止・復職支援
　厚生労働省のデータによると女性医師比率は増加傾向にあり、
平成26年末は20.4％でした。男女構成を年齢別にみると、29歳
以下の女性医師は34.8％、30～39歳は31.1％、40～49歳は
22.0％、50～59歳は13.9％と、若年層における女性医師の比率
が高くなっています。しかし、女性医師の就業率は卒業後11年で
76.0％まで低下してしまいます。その後は徐々に回復してきます
が、女性医師の離職・休職理由は出産と子育てが7割以上を占め、
いったん離職すると医療の知識や技術に追いつくのが大変なこと、
これまでのようにフルタイムで働けないことなどの理由から復職
しづらくなっている現状があります。

　東京女子医科大学病院は助教に占める女性医師の割合が40%と
多く、女性医師をサポートするため「女性医療人キャリア形成セン
ター」があり、女性活躍プロジェクトとして「女性医師・研究者支
援部門」「女性医師再研修部門」を設置して、女性医師の診療継続
の支援や離職後の再教育・復職支援を行っており、女子医大医師
会もこれらの活動を支援しています。

2. 女子医大医師会賞
　優れた医学研究を発表し、筆頭著者として論文が掲載された女
子医大医師会員を表彰し、奨学金を贈呈しています。また、東京
女子医科大学が当番校となり、女子医大医師会員が主催する学会・
研究会・勉強会などの開催費用の一部を助成しています。若手医
師の研究マインドのモチベーションアップをサポートし、また中
堅医師には学会に参加するだけではなく主催するという経験がで
きるよう支援しています。

3. 産業医研修会
　東京都医師会の協力を得て、東京女子医科大学で勤務する医師
および全国医師会員・非会員を対象に年1回の産業医研修会を開
催しています。

　女性医師を支援することは、女性医師のみならず全勤務医の労
働環境を改善することにもつながると考えております。また、東
京都医師会とこれまで以上に連携し、地区医師会の先生方とも協
力して東京都の医療提供体制の向上に努めたいと思っております。
皆様よろしくお願いいたします。

地区医師会長からの一言
女子医大医師会の活動について
女子医大医師会長　巴ひかる

医師と医師会を結ぶ 情報紙 都医 EWS
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